
 

 

高校改革に係るスケジュールの変更について 

 
高校教育課・高校再編推進室 

 

１ 高校再編・整備計画策定に係る今後の対応について 

 

（１）全県の「再編・整備計画」の策定スケジュールの変更 

   新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、各地区に設置されている「高校の

将来像を考える地域の協議会」の議論に支障がないよう、「高校改革 ～夢に挑戦

する学び～ 実施方針」で示している全県の「再編・整備計画」の策定・公表の時

期を 2022年（令和４年）３月とする。 

 

（２）変更後の計画策定等スケジュール 

策定・公表する計画 策定・公表時期 主な策定内容（旧通学区） 

再編・整備計画【一次】

（案） 

2020年（令和２年） 

３月策定・公表 済 

４地区の計画 

（第１、第６、第８、第９） 

再編・整備計画【二次】

（案） 

2021年（令和３年） 

３月予定 

令和２年中に協議が終了し、県

教委へ意見・提案の提出があっ

た地区の計画 

（【一次】の調整分含む） 

再編・整備計画【全県】

（案） 

2022年（令和４年） 

３月予定 

【一次】（案）、【二次】（案）で

策定した以外の全県を対象と

した計画 

 

２ 新たな入学者選抜制度導入に係る今後の対応について 

 

（１）現況 

   新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、３月以降は県も学校現場も生徒 

の安全と学力保障に注力してきた。 

   １月の教育委員会定例会で示した「新たな入学者選抜制度導入に係る今後の対 

応について」の中で、今後の検討事項として、調査書や各高校の実施方法など具 

体的内容の提示の必要性、不登校生等への配慮内容、学校現場における負担軽減 

の方法などが挙げられている。 

その中でも制度の内容に大きな影響を与える調査書のあり方を中心に中学校・ 

高校等の現場からも意見をいただきながら検討を進める必要があるが、新型コロ 

ナウイルス感染症の影響により、検討ができない状況が続いてきた。 



 

 

（２）今後の対応 

６月１日より分散登校から通常登校へ切り替えて学校生活が再開されたところ 

であるが、引き続き生徒の安全と学力保障を最優先していかなければならない状 

況である。また、新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中、第２波、第 

３波に備えた体制作りも進めていく必要がある。 

  今後、新型コロナウイルス感染症の感染状況の見通しや、学校現場の状況を確 

認する必要があるため、1学期終了を待って制度の導入スケジュールを再構築し 

たい。 

 

（３）現在のスケジュール 

年 度 導入スケジュール      

2019 年度(令和元年度) 
１月 

 
 
 

（各校の３つの方針 公表） 

  
 

 
 
 

 
 

 
 

2020 年度(令和２年度) 
 

９月 
 
 
 
９月～11 月 

 
 

2021 年２月～３月 

 
 
 

 

 

2021 年度(令和３年度) 
 
 
 

    2022 年２月～３月 

 
 
 
 
 

  

2022 年度(令和４年度) 
 

2023 年２月～３月 

 
 
 

  

2023 年度(令和５年度) 
 

   2024 年２月～３月 

   

2024 年度(令和６年度)    
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